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『 自分の夢～将来について 』

校長 原 田 康

平成元年と言えばもう３０数年も前のことになるのですね。この年に行われたある出版社

のアンケート調査で小学生男子が将来つきたい職業1位は「プロ野球選手」でした。小学生

女子の1位は「保育士・幼稚園の先生」でした。女子の方は１０年ほど前から「パティシエ

（ケーキ職人）」が１位となり今に至ります。男子の方は「プロサッカー選手」が数年前か

ら１位になりました。そして２０１９年、つまり昨年の調査では「YouTuberなどのネッ

ト配信者」が初めて１位となりました。時代の変遷とは言え、望む職業が『ネット配信者』

というのは本当に驚きを隠せません。私の時代感覚がずれてしまったのでしょうか・・

さて自分を振り返ってみると、小学生時代はとにかく「パイロット」になりたかったです。

航空ショーでみた『ブルーインパルス』に感銘を受け、とにかくマッハで飛ぶファントムを

操るパイロットになることが夢のまた夢でした。高校３年になるまでずっと夢見ていたので

すが、いざ現実に目を向けて大学進学となるといつの間にか、空の夢は薄れていきました。

そんな中その年に『熱中時代』という TV ドラマが放映され、水谷豊が演ずる北野先生が
小学生と格闘しながら笑い・感動・涙の教師物語を繰り広げる様に感銘を受けました。私が

１８歳の時（１９７８年）です。国公立大の入試が改革され、いわゆる「共通１次試験」が

導入された初年度でした。１期校・２期校の指定が無くなり、国立大学は１校しか受けられ

ない仕組みになりました。TV ドラマの影響は大きく教師って面白そうだな、やりがいあり
そうだな、そんな事を考えながら教育大の受験を決めました。入試制度が変わったというの

が幸いしたのか運良く現役で合格し教育大生となりました。大学を出た後は２年間臨時採用

の教員をしてから正式採用になり今に至るまで３７年間も学校勤めをしてきました。

前述の通り「ネット配信者」が将来つきたい職業１位

というのは驚きなのですが、それよりも実は「わからな

い・特にない」が圧倒的に多く約４割を占めるのだそう

です。これには少し寂しさを覚えます。子どもたちには、

どんな事でも構わないので何かをきっかけに自分の将来

を描いてもらいたいと願っています。私はかなりくだら

ないきっかけで今に至りましたが(笑)成れる成れない、

出来る出来ない、可能か無理か、そんなことは置いて『あ

っいいな！』『やってみたいな！』などと感じることが大

事なんだと思います。子どもたちが自分なりの未来を見

据えることができるよう願ってやみません。



 

 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 

コロナの猛威再び 
みなさんご承知のように、１１月に入

り、新型コロナウイルス感染症の発生率

が増加しています。それに伴い、北海道

の警戒ステージが３に上がりました。 

そこで学校では、給食の配膳を教員が

行うことに変更するとともに、給食時間

の過ごし方について、子どもたちと再確

認し、配膳を待っている時間や食べ終わ

った時間は、本を読んで待っていてもよ

いことにしました。 

今月は読書月間ということもあり、集

中して本を読んでいる子が多く見られま

した。 

 

 
１２月 １日（火）全校朝会 

１２月 ３日（木）サケの学習 

１２月 ９日（水）参観日 

１２月１１日（金）冬の交通安全教室 

避難訓練 

１２月１４日（月）クラブ 

１２月１５日（火）職員会議・クリスマス会 

１２月２１日（月）児童会 

１２月２５日（金）２学期終業式 

１２月２６日（土）～１月１２日（火） 

         冬季休業 

給食指導 
栄養士さんに来ていただき、「食事のマ

ナー」について学習しました。食事の時は

『一緒に食べる人への思いやり』や『食事

に関わる人への感謝』の気持ちをもち、マ

ナーを守って食べることが大切だという

ことを学びました。 

歯みがき指導 
毎年、谷口歯科医院から歯科医師と歯科

衛生士の方に来ていただき、歯みがき指導

を行いました。 

給食を食べ終わった後、歯を磨いたはず

なのに、歯垢染め出し剤を使うと口の中は

ピンク色に。 

虫歯にならないように、正しい歯の磨き

方を教えていただきました。 

 

読書月間 
今月は、「いろいろな本に興味をもち読

書の楽しさを知ってもらう。」ことを目的

に、朝の時間や、給食時間に読書に取り組

んでいます。プレールームに自分の読んだ

本を紹介する「読書の木カード」コーナー

をつくり、子ども同士で、がんばりを認め

合えるようにしています。 

 


